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『
諌
懲
後
正
』
と
『
土
芥
凶
事
記
』
に
お
け
る
記
述
の
一
致
に
つ
い
て

た
一
連
の
「
武
家
評
判
記
」
の
存
在
は
、
両
書
の
み
の
比
較
が
限
定
性
を
有
し

て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
本
報
告
で
は
、
回
書
に
先
行
す
る
「
武
家
評
判

記
」
の
一
つ
と
み
ら
れ
る
『
武
家
勧
懲
記
』
も
検
討
の
対
象
と
し
、
今
後
の
全

面
的
比
較
検
討
に
向
け
て
の
足
が
か
り
と
し
た
い
（
，
）
。

一
連
の
「
武
家
評
判
記
」
の
存
在

小
関
悠
一
郎

は
じ
め
に

　
第
一
班
で
は
、
「
『
諌
懲
後
正
』
と
『
土
芥
冠
離
記
』
か
ら
み
え
る
家
臣
像
と

藩
政
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
設
定
し
、
家
臣
・
藩
政
の
描
か
れ
方
に
注
目
す
る
と

い
う
視
角
か
ら
両
系
の
関
係
性
を
探
る
こ
と
を
目
指
し
て
共
同
作
業
を
行
っ
た
。

こ
の
テ
ー
マ
は
、
『
諌
止
後
正
』
・
『
土
芥
冠
雛
記
』
の
関
係
を
探
る
に
と
ど
ま

ら
ず
、
両
書
に
お
い
て
大
名
・
藩
政
が
ど
の
よ
う
な
規
準
か
ら
評
価
さ
れ
て
い

る
の
か
と
い
う
関
心
を
も
含
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
関
心
は
、
両
書
成
立
期
（
元

禄
期
）
、
さ
ら
に
は
近
世
の
政
治
や
社
会
の
特
質
を
考
察
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が

っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
右
に
関
連
し
て
、
近
年
、
『
土
芥
憲
儲
記
』
は
「
近
世
の
政
治
の
質
」
に
つ
い

て
の
認
識
を
深
め
て
い
く
た
め
の
史
料
と
し
て
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
る
（
，
）
。
し
か

し
一
方
で
、
成
立
事
情
や
受
容
の
有
無
な
ど
、
そ
の
性
格
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん

ど
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
（
、
）
。
こ
の
よ
う
な
性
格
の
不
鮮
明
さ
を
克
服
し
、

史
料
と
し
て
の
可
能
性
を
一
層
広
げ
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
『
土
芥
憲
雌
記
』
と

類
似
の
内
容
・
構
成
を
持
つ
『
諌
懲
後
正
』
の
性
格
の
検
討
や
両
書
の
比
較
作

業
は
、
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
そ
こ
で
本
報
告
で
は
、
『
諌

懲
後
送
』
を
軸
に
し
て
両
輪
に
み
ら
れ
る
記
述
の
一
致
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

叢
書
で
一
致
す
る
記
述
の
中
に
は
、
家
臣
像
・
君
臣
関
係
像
に
関
わ
る
内
容
が

多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
家
臣
・
藩
政
の
描
か
れ
方
か
ら
両
書
の
関
係
を
探
る
た

め
に
不
可
欠
の
作
業
で
あ
る
。
た
だ
し
、
講
義
に
お
い
て
浮
か
び
上
が
っ
て
き

　
講
義
に
お
け
る
若
尾
報
告
は
、
盛
岡
市
中
央
公
民
館
所
蔵
の
『
武
家
諌
懲
記

後
正
』
の
「
序
」
を
紹
介
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
『
（
武
家
）
堪
忍
記
』
（
寛

文
期
以
前
）
↓
『
武
家
勧
懲
記
』
（
寛
文
延
宝
期
世
上
に
流
布
）
↓
『
武
家
諌
特

記
』
（
宝
永
正
徳
期
補
訂
）
↓
『
武
家
諌
旧
記
後
正
』
（
享
保
　
一
年
成
立
）
と

い
う
系
統
が
想
定
さ
れ
る
と
い
う
。
後
述
の
よ
う
に
、
講
義
で
取
り
上
げ
た
諸

本
に
お
け
る
記
述
の
一
致
を
み
て
も
、
類
似
の
題
を
持
つ
諸
本
の
間
に
強
い
結

び
つ
き
が
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
諸
本
の
詳
細
な
系
統

に
つ
い
て
は
今
後
の
調
査
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
右
の
序
文
執
筆
者
は
『
土
芥
底
面
記
』
の
存
在
に
つ
い
て
全
く

触
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
の
み
か
ら
考
え
る
と
、
『
土
芥
幽
門
記
』
が
右
に
み

た
系
統
の
「
武
家
評
判
記
」
と
は
別
個
に
成
立
し
た
と
の
推
測
も
成
り
立
ち
得

る
。
と
こ
ろ
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
『
武
家
勧
懲
記
』
『
土
芥
冠
離
記
』
『
諌

懲
後
弓
』
の
間
に
は
記
述
内
容
の
一
致
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
、
三
者
に
共
通
す

る
記
述
も
多
い
。
こ
の
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
『
土
芥
窟
離
記
』
の
編
者
が
一

連
の
「
武
家
評
判
記
」
系
統
の
本
を
参
照
し
、
引
用
を
行
う
ほ
ど
重
く
扱
っ
て

い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
『
土
芥
窟
儲
記
』
は
、
そ
の
成
立
以
前
か
ら
存
在
し

た
「
武
家
評
判
記
」
の
影
響
下
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い

だ
ろ
う
。

　
以
上
か
ら
、
『
諌
言
三
二
』
が
『
武
家
勧
懲
記
』
系
統
の
「
武
家
評
判
記
」
の

一
つ
で
あ
る
こ
と
、
『
土
芥
憲
離
記
』
が
そ
れ
ら
の
（
元
禄
三
年
以
前
か
ら
存
在

し
た
）
「
武
家
評
判
記
」
の
影
響
下
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
と
言
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
諌
懲
後
正
』
及
び
『
土
芥
憲
灘
記
』
の
関

係
・
性
格
や
、
両
書
を
用
い
た
当
該
期
の
政
治
・
社
会
の
考
察
に
は
、
　
一
連
の

駈喝



「
武
家
評
判
記
」
の
系
譜
に
罫
書
を
位
置
づ
け
る
作
業
が
前
提
と
し
て
必
要
で

あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
『
土
芥
冠
右
記
』
が
一
連
の
「
武
家
評
判
記
」
と
同
様
の

性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
る
の
か
ど
う
か
、
各
「
武
家
評
判
記
」
の
問
で
、
編
集

時
期
に
よ
っ
て
い
か
な
る
差
異
が
み
ら
れ
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。
し
か
し
、

講
義
段
階
で
は
『
諌
懲
厳
正
』
と
『
土
芥
窟
単
記
』
に
お
け
る
記
述
内
容
の
比

較
検
討
を
中
心
に
行
っ
た
た
め
、
そ
の
作
業
を
全
面
的
に
展
開
す
る
に
は
至
ら

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
報
告
で
は
、
『
武
家
勧
懲
記
』
を
含
め
た
念
書
に
お
け
る

記
述
の
一
致
に
つ
い
て
検
討
し
、
『
諫
懲
後
患
』
の
性
格
の
確
定
に
向
け
て
、
検

討
結
果
か
ら
読
み
と
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
な
お
、
筆
者
は
、
講
義
で
の
個
別
報
告
に
お
い
て
『
土
芥
流
離
記
』
と
『
三

三
後
難
』
を
比
較
し
た
際
に
、
早
書
に
お
け
る
記
述
の
一
致
を
以
て
『
諌
懲
後

正
』
編
者
に
よ
る
『
土
芥
底
雛
記
』
か
ら
の
「
引
用
」
と
考
え
た
。
し
か
し
、

上
述
の
よ
う
に
、
『
土
芥
冠
雌
蕊
』
以
前
の
段
階
に
お
け
る
「
武
家
評
判
記
」
の

存
在
と
、
『
（
武
家
）
堪
忍
記
』
（
寛
文
期
以
前
）
↓
…
↓
『
武
家
諌
懲
記
削
正
』

と
い
う
系
統
の
存
在
が
講
義
に
お
い
て
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、

両
書
に
お
け
る
記
述
の
一
致
を
単
純
に
「
引
用
」
と
見
な
す
こ
と
に
は
大
き
な

問
題
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
『
諌
懲
後
胤
』
編
者
が
『
土
芥
冠
掌
記
』

を
参
照
し
て
い
た
可
能
性
も
未
だ
完
全
に
は
否
定
で
き
な
い
が
、
「
引
用
」
の
事

実
が
確
定
で
き
な
い
こ
と
を
付
記
し
、
訂
正
す
る
次
第
で
あ
る
。

一
一

@
『
諌
懲
後
正
』
の
構
成
・
内
容
と
「
武
家
評
判
記
」
踏
襲
箇
所

　
本
節
で
は
、
『
諌
懲
後
下
』
の
構
成
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
同
書
の
内

容
は
、
「
姓
名
官
位
」
～
「
愚
評
」
ま
で
＝
一
項
目
ほ
ど
あ
る
が
（
、
）
、
特
に
直

接
大
名
を
評
価
す
る
「
大
名
の
人
柄
」
・
「
愚
評
」
の
二
項
目
に
つ
い
て
考
察
を

進
め
る
。

　
ま
ず
、
「
大
名
の
人
柄
」
の
項
に
つ
い
て
簡
単
に
検
討
し
て
お
こ
う
。
こ
の
項

で
は
、
大
名
の
文
武
へ
の
取
り
組
み
の
有
無
、
生
得
の
性
質
や
行
跡
、
家
士
民

間
へ
の
哀
憐
の
有
無
、
政
道
・
仕
置
へ
の
取
り
組
み
方
、
「
世
間
の
勤
め
」
と
い

っ
た
内
容
が
記
さ
れ
る
。
こ
の
中
で
興
味
深
い
記
述
内
容
と
し
て
、
「
臣
等
二
議

シ
」
「
臣
等
二
任
セ
ラ
レ
」
「
三
等
執
行
」
な
ど
政
道
と
家
臣
の
関
係
の
あ
り
方

に
つ
い
て
の
記
述
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
特
に
、
大
名

の
人
格
と
藩
政
の
関
係
（
．
。
）
と
い
う
点
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
「
家
国
ノ
政
道
臣

等
二
任
セ
ラ
レ
」
と
か
「
家
士
民
間
ノ
仕
置
並
等
是
ヲ
執
行
フ
」
と
い
う
よ
う

に
、
委
任
を
受
け
た
家
臣
が
「
政
道
」
「
仕
置
」
を
執
り
行
っ
て
い
る
と
さ
れ
る

記
述
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
例
は
、
全
体
の
一
五
％
近

く
（
三
五
例
）
を
占
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
家
臣
が
政
務
を
執
る
こ
と
は
、
多

く
の
事
例
で
肯
定
的
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
「
愚
評
」
も
含
め
て
い
く
つ
か
例
示

し
て
お
こ
う
。

　
　
町
鳶
、
未
タ
微
九
戸
ル
ニ
依
テ
行
跡
心
意
差
別
ナ
ク
、
国
家
ノ
政
道
旧
臣

　
　
等
執
行
、
故
二
三
民
穏
カ
ナ
リ
、
況
や
母
方
ノ
祖
父
酒
井
雅
楽
頭
忠
挙
へ

　
　
物
事
窺
フ
ノ
上
仕
置
等
宜
シ
ト
也

　
　
愚
評
日
、
高
跳
、
晶
群
幼
少
タ
ル
ニ
依
テ
行
跡
心
意
ノ
差
別
不
定
黒
字
ス

　
　
ル
コ
ト
ナ
シ
。
去
ハ
家
国
ノ
政
道
旧
臣
等
能
ク
是
ヲ
執
行
フ
故
、
君
民
穏

　
　
カ
ナ
リ
。
…
　
　
（
七
五
、
京
極
縫
殿
高
鷲
）

　
　
直
平
、
未
タ
意
業
ナ
ル
故
、
行
跡
ノ
差
別
ナ
シ
。
去
ト
モ
生
得
発
明
ニ
シ

　
　
テ
其
単
二
順
二
見
ユ
ル
ト
ナ
リ
。
国
家
ノ
政
道
旧
臣
等
能
ク
是
ヲ
執
行
、

　
　
富
田
家
中
通
馬
ナ
リ
云
云
。

　
　
愚
評
日
、
曇
空
本
文
ノ
如
ク
未
翠
微
若
ナ
ル
故
行
跡
不
定
。
尤
所
行
ノ
差

　
　
別
ナ
ケ
レ
ハ
難
ス
ル
ニ
不
及
。
去
ハ
、
家
中
穏
カ
ナ
リ
ト
云
ヘ
ル
事
、
能

　
　
従
臣
是
ヲ
執
行
二
野
テ
ナ
リ
。
鯨
ハ
直
平
上
段
靱
屓
方
ヘ
モ
窺
ヒ
事
ヲ
弁

　
　
ス
。
…
　
　
（
一
一
一
、
永
井
豊
熊
丸
大
江
直
平
）

　
こ
れ
ら
の
記
述
で
は
、
「
行
跡
心
意
差
別
ナ
ク
」
と
い
う
よ
う
に
、
当
該
大
名

の
「
行
跡
」
「
心
意
」
が
定
ま
っ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
旧
臣
等
」
に

よ
る
執
政
に
よ
っ
て
「
士
民
穏
力
」
「
家
中
穏
力
」
と
い
う
状
態
が
実
現
さ
れ
て

い
る
、
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
家
民
穏
力
」
な
状
態
の
実
現
に
、

大
名
本
人
に
よ
る
「
国
家
ノ
政
道
」
の
「
執
行
」
が
必
ず
し
も
必
要
と
は
さ
れ

な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
よ
り
子
細

に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
黒
須
報
告
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ

で
は
以
上
の
指
摘
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

トう



　
「
華
墨
」
の
項
に
お
い
て
は
、
当
該
大
名
に
つ
い
て
論
じ
た
後
に
「
按
ス
ル

ニ
」
・
「
去
ハ
」
・
「
傳
日
」
・
「
落
日
」
な
ど
の
記
述
が
度
々
現
れ
、
ほ
と
ん
ど
が

そ
れ
に
続
け
て
「
養
父
」
や
「
舎
兄
」
な
ど
前
藩
主
（
大
名
）
・
先
祖
等
に
つ
い

て
記
述
す
る
。
こ
の
「
按
ス
ル
ニ
」
等
の
語
句
の
後
に
く
る
記
述
は
『
武
家
諌

懲
記
』
や
『
土
芥
患
側
記
』
に
み
ら
れ
る
記
述
と
一
致
す
る
場
合
も
多
い
。
こ

れ
は
、
『
諌
懲
後
正
』
で
は
、
「
按
ス
ル
ニ
」
等
の
語
句
以
下
の
記
述
が
、
．
前
提

と
な
る
「
武
家
評
判
記
」
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
だ

ろ
う
。
よ
っ
て
、
こ
う
し
た
記
述
に
つ
い
て
は
新
規
加
筆
部
分
で
は
な
い
も
の

が
極
め
て
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
凡
ソ
」
・
「
夫
レ
」
等
の
語
に
続
け

て
、
中
国
古
典
等
「
古
語
」
の
引
用
を
伴
い
な
が
ら
一
般
的
な
修
身
論
や
政
道

論
が
記
さ
れ
る
パ
タ
ー
ン
も
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
『
武
家
諌
懲

記
』
等
と
記
述
が
一
致
す
る
場
合
が
き
わ
め
て
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
記

述
に
つ
い
て
も
直
ち
に
先
行
の
「
武
家
評
判
記
」
の
記
述
内
容
を
踏
襲
し
た
も

の
が
多
く
を
占
め
る
と
み
ら
れ
る
。

　
逆
に
、
『
諌
懲
後
身
』
編
者
に
よ
る
新
規
加
筆
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
は
、
「
大

名
の
人
柄
」
及
び
「
愚
評
」
の
項
で
「
按
ス
ル
ニ
～
」
・
「
夫
レ
～
」
等
の
記
述

を
除
い
た
、
当
該
大
名
に
関
す
る
論
評
部
分
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
う

し
た
新
規
加
筆
部
分
も
、
語
句
の
用
い
方
や
論
点
に
つ
い
て
は
先
行
の
「
武
家

評
判
記
」
に
依
拠
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

三
『
武
家
勧
懲
記
』
『
土
芥
憲
騰
馬
』
『
諌
懲
後
正
』
に
見
ら
れ
る
記
述
の
騨
致

　
こ
こ
で
は
ま
ず
、
三
者
に
現
れ
る
上
杉
弾
正
大
雨
藤
原
綱
憲
を
例
と
し
て
、

『
肝
銘
後
正
』
を
軸
に
そ
れ
ぞ
れ
の
記
述
の
比
較
を
行
っ
て
み
た
い
。
『
自
画
後

言
』
の
「
愚
評
」
の
項
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

　
　
愚
春
日
①
…
②
先
年
綱
勝
存
生
ノ
時
、
家
臣
大
二
緩
怠
成
田
ア
リ
、
其
ヲ
如
何
ト
云

　
　
二
、
綱
勝
二
十
七
歳
ニ
シ
テ
卒
去
也
。
常
々
病
気
二
倦
テ
、
　
一
日
快
然
之
躰
ナ
シ
ト
聞

　
　
ヘ
シ
ニ
、
何
ソ
日
比
養
子
ノ
諫
ヲ
ハ
為
サ
リ
ツ
ル
ヤ
。
公
儀
御
順
政
ノ
恭
サ
、
且
ハ
息

　
　
女
ハ
早
世
ト
錐
ト
モ
前
保
科
肥
州
ノ
縁
座
タ
ル
故
、
事
整
ヒ
テ
相
続
セ
シ
ム
ル
ニ
依
テ

　
　
コ
ソ
得
タ
リ
。
ロ
ニ
家
禄
ヲ
食
ム
分
チ
モ
ナ
ク
ン
ハ
、
惜
哉
、
数
代
ノ
名
家
ヲ
絶
ス
ル

　
　
ノ
ミ
ニ
非
ス
、
従
者
皆
流
浪
シ
迷
惑
二
及
ヒ
ナ
ハ
、
悔
ル
ニ
益
不
可
有
。
諸
家
ト
モ
ニ

　
　
心
得
可
知
コ
ト
也
。
自
今
以
後
油
断
大
二
不
忠
タ
ル
ヘ
シ
。
③
就
中
幼
主
中
将
ヲ
守
護

　
　
ス
ル
臣
、
別
盃
遣
ヲ
ナ
ス
ヘ
シ
。
其
君
ノ
明
暗
一
偏
二
傍
臣
ノ
賢
愚
ニ
ヨ
ル
所
也
。
殊

　
　
更
十
四
五
歳
ノ
比
二
野
レ
ハ
小
人
大
人
と
替
プ
ル
＼
机
関
ニ
シ
テ
、
其
時
分
ノ
習
質
、

　
　
後
年
マ
テ
ノ
頗
ル
定
規
ト
成
ヘ
シ
。
ナ
レ
ハ
諸
家
二
二
、
幼
主
君
・
王
将
ノ
行
跡
ヲ
粗

　
　
考
へ
見
ル
ニ
、
後
見
近
仕
ノ
輩
ノ
心
謂
行
二
、
大
方
ハ
似
ラ
ル
、
事
也
。
薙
二
因
テ
善

　
　
人
ヲ
誉
用
ヒ
、
師
範
ヲ
撰
ン
テ
、
誠
ニ
モ
ト
ツ
ケ
、
後
来
垂
心
正
シ
、
身
ヲ
修
メ
、
国

　
　
家
ヲ
保
護
シ
、
善
行
二
発
シ
、
誉
レ
ノ
将
ト
成
給
フ
芸
当
、
行
住
坐
臥
心
得
ヘ
キ
ハ
、

　
　
臣
下
ノ
法
也
。
俸
禄
ヲ
受
テ
妻
子
ヲ
養
ヒ
、
春
属
等
ヲ
育
ミ
、
一
身
ノ
起
居
ヲ
安
ン
ス
。

　
　
唯
大
方
ノ
主
恩
二
非
ス
。
増
々
心
肝
ニ
メ
イ
シ
、
二
二
ル
道
可
守
モ
ノ
ナ
リ
。
④
…

　
　
（
『
諫
懲
後
園
』
七
五
）

　
『
諌
懲
後
記
』
「
合
評
」
の
項
は
、
①
④
上
杉
綱
憲
が
「
良
将
」
で
あ
る
旨
の

記
述
、
②
（
父
）
綱
常
急
逝
時
（
、
∀
の
家
臣
の
処
置
を
批
判
す
る
記
述
、
③
「
幼

主
」
の
教
育
に
は
「
傍
臣
」
の
「
賢
愚
」
が
重
要
な
こ
と
を
指
摘
す
る
記
述
、

と
い
う
よ
う
に
ほ
ぼ
三
部
分
に
分
か
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
②
③
は
『
武
家

勧
懲
記
』
に
お
け
る
記
述
と
ほ
ぼ
↓
致
す
る
。
『
諌
懲
後
正
』
編
集
当
時
、
既
に

三
九
歳
だ
っ
た
綱
憲
に
つ
い
て
の
愚
説
に
「
幼
主
」
教
育
に
つ
い
て
の
論
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
の
は
、
『
武
家
勧
懲
記
』
系
統
の
「
武
家
評
判
記
」
の
記
述
を

踏
襲
し
た
こ
と
に
因
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
『
諌
懲
僧
正
』
は
基
本
的
に
は
『
武

家
勧
懲
記
』
系
統
の
「
武
家
評
判
記
」
の
内
容
を
伝
え
る
も
の
で
あ
り
、
年
月

の
経
過
と
状
況
の
変
化
を
踏
ま
え
て
①
④
が
新
規
に
加
筆
さ
れ
た
と
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
↓
方
、
『
±
芥
糊
置
記
』
と
の
一
致
は
み
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
、
②

は
『
土
芥
冠
筆
記
』
で
の
上
杉
地
固
へ
の
評
に
同
内
容
の
記
述
が
現
れ
、
語
句

も
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
た
だ
、
③
は
上
杉
へ
の
評
に
は
見
ら
れ
な
い
。
と
こ

ろ
が
、
③
の
記
述
内
容
は
、
榊
原
虎
之
助
源
基
盤
（
三
一
）
に
お
い
て
現
れ
る

の
で
あ
る
。

　
　
謳
歌
評
説
云
、
幼
主
ヲ
守
り
立
ル
ハ
、
其
ノ
臣
ノ
賢
愚
得
失
二
六
テ
、
三
八
モ
悪
ニ
モ

　
　
成
安
キ
者
ト
云
リ
。
故
二
其
臣
賢
才
ヲ
撰
ブ
ヲ
本
ト
ス
。
其
ノ
君
ノ
黒
闇
ハ
偏
二
三
臣

　
　
近
習
ノ
輩
が
賢
愚
ニ
ヨ
ル
。
殊
更
十
四
五
歳
ノ
単
二
到
テ
ハ
、
善
悪
ト
モ
入
替
リ
安
キ

卜喝



　
　
時
分
也
。
此
伝
ノ
転
質
、
後
年
迄
之
定
規
ト
成
ル
。
去
バ
諸
家
共
二
幼
主
或
若
将
ノ
行

　
　
跡
ヲ
考
へ
見
ル
ニ
、
近
習
且
ツ
後
見
ノ
輩
が
気
質
二
大
方
ハ
似
ル
者
也
。
故
敵
善
人
賢

　
　
臣
文
学
武
道
ノ
故
実
者
ヲ
撰
ン
デ
、
近
習
ト
シ
、
師
範
ト
シ
、
聖
徳
ニ
モ
ト
ヅ
ク
心
ヲ

　
　
正
シ
、
身
ヲ
修
メ
、
国
家
ヲ
保
護
シ
、
善
行
ヲ
発
シ
、
誉
ノ
将
ト
成
ス
様
二
行
住
坐
臥

　
　
三
二
掛
ル
ハ
忠
臣
ノ
法
也
。
過
分
ノ
俸
禄
ヲ
受
、
妻
子
春
属
ヲ
育
ミ
、
一
身
ノ
起
居
ヲ

　
　
安
ク
ス
ル
ハ
、
唯
大
方
ノ
主
恩
二
非
ズ
。
能
ク
々
心
肝
二
命
ジ
テ
臣
タ
ル
道
ヲ
守
ベ
キ

　
　
事
ナ
リ
。
－

　
『
武
家
勧
懲
記
』
『
諌
懲
後
輪
』
両
者
は
共
に
②
③
の
内
容
を
上
杉
護
憲
へ
の

評
に
記
し
て
い
た
。
『
土
芥
憲
離
記
』
は
そ
れ
と
異
な
り
、
綱
憲
に
関
す
る
個
別

的
な
評
論
（
②
）
と
「
幼
主
」
に
関
す
る
一
般
論
（
③
）
に
分
離
し
て
、
前
者

は
そ
の
ま
ま
綱
憲
の
評
に
採
用
し
、
後
者
を
上
杉
へ
の
評
か
ら
除
い
て
榊
原
勝

乗
に
対
す
る
評
に
組
み
込
ん
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
も
う
一
例
、
松
平
信
濃
守
藤
原
綱
茂
へ
の
評
を
み
て
み
よ
う
。
以
下
は
、
『
諌

懲
後
正
』
巻
三
綱
茂
の
「
愚
評
」
で
あ
る
。

　
　
①
…
綱
茂
礼
義
ヲ
正
シ
非
義
ナ
シ
ト
ナ
レ
ハ
、
是
文
ノ
学
ビ
ナ
キ
ト
ハ
云
難
シ
。
②
諸

葛
孔
明
兵
法
日
、
導
ク
ニ
レ
之
以
シ
・
徳
ヲ
、
斉
ル
ニ
・
之
以
・
礼
ヲ
、
而
知
二
飢
寒
ノ
、
察
二
型

労
ヲ
一
、
三
二
之
ヲ
仁
将
ト
一
、
是
等
ノ
次
第
ヲ
能
心
懸
ケ
、
家
士
民
間
ヲ
導
ク
ニ
ハ
、
徳

ヲ
以
テ
シ
、
斉
・
之
礼
儀
ヲ
以
テ
、
下
ノ
飢
寒
ヲ
知
テ
衣
食
ヲ
与
へ
、
其
労
苦
ヲ
察
シ

　
　
テ
愛
恵
ア
ラ
バ
、
国
家
自
ラ
治
り
、
軸
壁
鉄
城
ノ
如
ク
、
遠
人
其
恩
潤
ニ
ナ
ツ
キ
、
不

　
　
・
招
二
等
リ
可
・
敬
ト
也
。
③
至
剛
言
成
力
故
二
外
見
武
勇
勝
レ
テ
顕
ル
＼
可
成
、
国
家

　
　
ノ
仕
置
厳
ク
セ
ラ
ル
＼
ハ
忠
義
ノ
余
り
尤
法
ナ
リ
…
。
④
傳
日
、
亡
父
光
茂
モ
文
武
ヲ

　
　
ハ
学
バ
サ
レ
ト
モ
、
行
跡
大
様
二
諸
事
大
度
ニ
シ
テ
主
事
ル
コ
ト
ナ
シ
。
私
欲
ナ
ク
不

　
　
レ
貧
、
好
悪
ノ
意
地
ナ
シ
。
義
理
ヲ
正
シ
淳
直
ナ
リ
。
世
間
ノ
勤
メ
不
怠
、
法
ヲ
守
り
、

　
　
或
歌
道
ヲ
専
二
嗜
ミ
、
行
跡
静
二
穏
順
ヲ
旨
ト
セ
ラ
ル
。
政
道
万
事
家
臣
等
二
心
セ
ラ

　
　
レ
シ
ト
ナ
ン
。
是
評
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
ト
云
云
。

　
①
③
は
綱
茂
本
人
に
関
す
る
評
価
、
②
は
「
諸
葛
孔
明
兵
法
」
を
引
い
て
「
家

士
民
間
」
の
導
き
方
を
述
べ
る
一
般
的
記
述
、
④
は
「
亡
父
光
茂
」
に
つ
い
て

論
じ
た
部
分
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
①
、
③
は
『
諌
懲
後
正
』
に
お
け
る
新
規
加

筆
部
分
と
思
わ
れ
る
。
②
、
④
は
他
二
書
に
も
見
ら
れ
る
記
述
内
容
で
あ
る
。

④
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
『
武
家
勧
懲
記
』
で
は
大
名
人
柄
の
項
に
記
述
さ
れ
、

『
土
芥
底
離
記
』
に
お
い
て
も
「
本
文
」
（
大
名
人
柄
の
項
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。

『
良
書
後
厄
』
で
は
、
編
集
時
点
で
既
に
光
茂
が
没
し
て
い
た
た
め
、
「
傳
日
」

と
い
う
語
句
を
挿
入
し
て
愚
評
に
記
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
②
に
つ
い
て
み
て
み
．

よ
う
。
②
は
一
般
的
記
述
で
あ
る
が
、
『
武
家
勧
懲
記
』
『
土
芥
遠
離
記
』
土
ハ
に

光
茂
の
項
目
に
は
記
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
確
認
し
て
み
る
と
、
②
は
『
武
家

勧
懲
記
』
で
は
紀
伊
大
納
言
源
光
貞
の
項
に
、
『
土
芥
憲
儲
記
』
で
は
紀
伊
大
納

言
源
光
貞
の
「
評
説
」
に
記
さ
れ
た
内
容
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
さ
ら
に
、

『
諫
懲
後
章
』
に
お
い
て
も
紀
伊
大
納
言
源
世
教
の
愚
亭
の
項
に
同
内
容
の
文

が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
②
は
、
基
本
的
に
紀
伊
大
納
言
家
当
主

に
記
述
さ
れ
る
内
容
で
、
『
諌
懲
後
宮
』
も
そ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
が
、
同
書
の

場
合
、
再
度
松
平
信
濃
守
藤
原
密
書
へ
の
評
に
も
挿
入
し
た
と
い
う
こ
と
に
な

ろ
う
。
『
諫
懲
後
正
』
と
『
土
芥
竃
雌
記
』
『
武
家
勧
懲
記
』
の
同
一
大
名
（
家
）

へ
の
評
に
記
述
の
一
致
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
全
て
『
諌
懲

後
正
』
編
者
に
よ
る
新
規
加
筆
と
は
言
え
な
い
こ
と
を
示
す
事
例
と
言
え
よ
う
。

お
わ
り
に

　
本
報
告
で
は
、
第
一
節
で
も
述
べ
た
通
り
、
先
行
の
「
武
家
評
判
記
」
の
存

在
を
念
頭
に
置
い
て
『
引
潮
後
園
』
を
軸
に
、
同
書
と
『
土
芥
冠
儲
記
』
『
武
家

勧
懲
記
』
と
の
記
述
の
｝
致
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
第
二
節
で
み
た
よ
う
に
、

『
諌
懲
後
正
』
は
、
先
行
「
武
家
評
判
記
」
の
記
述
内
容
を
踏
襲
す
る
と
い
う

要
素
が
大
き
い
が
、
大
名
と
家
臣
・
藩
政
に
つ
い
て
興
味
深
い
論
点
を
含
ん
で

い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
・
三
節
で
の
検
討
に
も
示
さ
れ
て
い
る
が
、

先
行
「
武
家
評
判
記
」
の
踏
襲
は
、
程
度
の
違
い
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
『
土

芥
冠
離
記
』
に
も
多
く
み
ら
れ
る
。

　
以
上
、
一
連
の
「
武
家
評
判
記
」
の
総
合
的
な
比
較
検
討
の
必
要
性
と
、
そ

の
際
の
家
臣
・
藩
政
の
描
か
れ
方
と
い
う
視
角
の
有
効
性
を
指
摘
し
て
む
す
び

に
か
え
た
い
。

ト喝



【
注
】
（
1
）
深
谷
克
己
「
名
君
と
は
な
に
か
」
（
『
歴
史
評
論
』
五
八
一
、
一
九
九
八

年
）
。

（
2
）
近
時
、
よ
う
や
く
検
討
作
業
が
開
始
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
『
『
土
芥

憲
離
記
』
の
基
礎
的
研
究
』
（
二
〇
〇
四
年
）
参
照
。

（
3
）
本
報
告
で
用
い
る
史
料
は
、
講
義
で
共
通
に
取
り
上
げ
た
『
武
家
勧
懲

記
』
（
内
閣
文
庫
本
）
、
『
諌
懲
後
正
』
（
東
大
本
）
、
金
井
圓
校
注
『
土
芥
冠
盤

記
』
（
人
物
往
来
社
、
一
九
六
七
年
）
と
す
る
。

（
4
）
前
掲
金
井
圓
校
注
『
土
芥
冠
艦
記
』
四
〇
頁
参
照
。

（
5
）
深
谷
前
掲
論
文
は
、
『
土
芥
遣
旧
記
』
を
例
に
、
大
名
の
「
人
格
と
藩
政

の
乖
離
が
あ
り
え
る
こ
と
と
し
て
認
め
ら
れ
は
じ
め
る
」
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。

（
6
）
寛
文
四
年
（
｝
六
六
四
）
。
た
だ
ち
に
養
子
を
定
め
な
か
っ
た
た
め
、
信

達
地
方
な
ど
を
削
減
さ
れ
、
所
領
高
が
三
〇
万
石
か
ら
一
五
万
石
に
半
減
し
た
。

薮う


